
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
▲処遇改善に向け職場の状況を訴える今井府本部臨職評議長

▲森本局長

〇所得税・社会保険料の扶養のライン

所得税 非課税 ➡課税

➡社会保険負担あり

対象 配偶者特別控除

本人負担
無し

条件によって
加入

社会
保険料

配偶者
控除

府
本
部
第
８８
回
定
期
大
会

と　
き
９
月
３０
日（
土
）１３
時
～
開
会

と
こ
ろ
ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都・イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

※�

２
０
２
４
―
２
５
年
度
運
動
方
針
等
を
確
認
。

　

冒
頭
、
岡
本
委
員
長
の
主

催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
府

本
部
臨
職
評
の
今
井
議
長
よ

り
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

た
。
今
井
議
長
は
、「
法
改

正
が
さ
れ
会
計
年
度
任
用
職

員
の
処
遇
は
少
し
ず
つ
上
が

っ
て
い
る
が
、
学
童
保
育
の

現
場
は
募
集
し
て
も
人
が
来

な
い
。
学
童
保
育
や
保
育
士

の
先
生
に
な
り
た
い
と
い
う

　

近
畿
地
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
７
月
３１
日
か
ら
２
日
間
、

兵
庫
県
尼
崎
市
で
開
催
さ
れ

た
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、

若
い
職
員
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
く
ら
い
の
処
遇
改
善

が
必
要
だ
」
と
訴
え
た
。

　

学
習
会
は
、
本
部
労
働
局

の
森
本
総
合
労
働
局
長
を
講

師
に
行
っ
た
。
は
じ
め
に
前

日
７
日
に
勧
告
さ
れ
た
人
事

院
勧
告
の
ポ
イ
ン
ト
や
社
会

と
公
務
の
変
化
に
応
じ
た
給

与
制
度
の
整
備
（
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
）の
内
容
等
に
つ
い
て
、

尼
崎
市
立
体
育
館
で
行
わ

れ
、
京
都
代
表
の
八
幡
市
職

労
は
、
奈
良
代
表
の
奈
良
県

職
と
対
戦
。
健
闘
し
た
も
の

詳
し
く
解
説
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
処
遇
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
説
明
。
森
本
局

長
は
「
勤
勉
手
当
支
給
に
か

か
る
必
要
な
経
費
に
つ
い

て
、
２
０
２
４
年
度
地
方
財

政
計
画
で
の
確
実
な
計
上
を

求
め
て
本
部
と
し
て
国
会
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
条

例
改
正
に
向
け
て
は
、
各
単

組
は
少
な
く
と
も
２
０
２
３

年
１２
月
議
会
ま
で
に
す
べ
て

の
自
治
体
で
確
実
な
条
例
化

を
め
ざ
し
、
常
勤
職
員
と
同

じ
支
給
月
数
と
な
る
よ
う
定

め
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

ま
た
、
給
与
改
定
時
期
に
よ

り
４
月
遡
及
が
必
要
に
な
る

が
、総
務
省
通
知
に
基
づ
き
、

常
勤
職
員
に
準
じ
た
取
り
扱

い
と
さ
れ
る
よ
う
協
議
を
お

の
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
０
対
２

で
敗
退
し
た
。

　

野
球
大
会
は
、
ベ
イ
コ
ム

野
球
場
で
行
わ
れ
た
。
京
都

代
表
の
八
幡
市
職
労
は
１
回

戦
で
、
地
元
兵
庫
代
表
の
丹

波
市
職
労
と
対
戦
。
１
回
裏

二
死
１
塁
か
ら
４
番
・
今
堀

選
手
の
２
点
本
塁
打
で
先
制

し
た
。
２
回
以
降
も
攻
撃
の

手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
四

球
に
単
打
や
長
打
を
絡
め
て

追
加
点
。
４
回
裏
に
は
３
番

・
石
田
選
手
の
２
点
本
塁
打

で
８
‐
０
と
点
差
を
広
げ

た
。
守
る
方
で
は
、
先
発
・

毛
利
投
手
が
毎
回
の
１１
奪
三

振
を
奪
う
な
ど
ノ
ー
ヒ
ッ
ト

ピ
ッ
チ
ン
グ
で
相
手
打
線
を

願
い
し
た
い
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
給
与
の
遡
及
改
定
に

基
づ
く
年
収
の
増
加
に
よ

り
、「
被
扶
養
者
の
範
囲
内

で
勤
務
す
る
会
計
年
度
任
用

職
員
が
扶
養
か
ら
外
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

圧
倒
。
６
回
コ
ー
ル
ド
・
９

‐
０
で
快
勝
し
た
。

　

準
決
勝
は
、
和
歌
山
県
職

労
と
対
戦
。
投
手
４
人
に
よ

る
継
投
で
挑
ん
だ
が
、
相
手

の
猛
打
を
止
め
る
こ
と
が
で

き
ず
０
‐
１７
で
惜
敗
。
３
位

当
局
に
対
し
対
象
の
職
員
へ

の
働
き
方
の
意
向
調
査
や
早

め
の
就
業
調
整
の
確
認
、
人

員
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
必

要
に
応
じ
た
人
員
配
置
を
求

め
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
話

し
た
。

入
賞
と
な
っ
た
。

　

１
回
戦
を
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
で

投
げ
抜
い
た
毛
利
投
手
に
特

別
敢
闘
賞
が
、
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
放
っ
た
石
田
選
手
、
今
堀

選
手
に
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
が
贈

ら
れ
た
。

　

今
夏
、
甲
子
園

で
高
校
野
球
を
観

戦
し
た
。
丸
坊
主

で
は
な
い
洗
練
さ

れ
た
自
由
な
髪
型

の
チ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
こ
の

チ
ー
ム
で
は
個
性
の
尊
重
と

多
様
性
を
重
要
視
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
驚
き
と
感
銘
を

受
け
た
▼
チ
ー
ム
に
つ
い
て

調
べ
る
と
、
試
合
中
で
も
監

督
の
サ
イ
ン
よ
り
、
選
手

個
々
の
独
自
性
を
尊
重
す
る

姿
勢
が
根
付
い
て
い
た
。
個

人
の
特
徴
や
強
み
を
尊
重
す

る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
全
体
の

結
束
力
が
強
ま
る
よ
う
だ
。

さ
ら
に
、
先
輩
・
後
輩
の
関

係
が
友
達
感
覚
に
近
い
も
の

に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
も

興
味
を
持
っ
た
。
伝
統
的
な

上
下
関
係
に
と
ら
わ
れ
ず
、

平
等
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
ら
れ
て
お
り
、
選
手

た
ち
は
、
お
互
い
を
リ
ス
ペ

ク
ト
し
、
情
報
や
経
験
を
共

有
し
な
が
ら
、
共
に
成
長
す

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る

そ
う
だ
▼
こ
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
私
た
ち
の
社
会

に
お
い
て
も
大
い
に
活
か
せ

る
要
素
が
あ
る
。
伝
統
や
固

定
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新

し
い
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入

れ
、多
様
性
を
尊
重
し
、個
々

の
特
性
を
大
切
に
す
る
姿
勢

は
、
様
々
な
分
野
で
適
用
で

き
る
▼
新
し
い
視
点
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
、
未

来
に
向
か
っ
て
前
進
す
る
こ

と
が
重
要
だ
！�

（
Ｇ
ｏ
）

　
会
計
年
度
任
用
職
員
に
勤
勉
手
当
支
給
を

可
能
と
す
る
地
方
自
治
法
の
改
正
を
受
け
、
す

べ
て
の
自
治
体
で
確
実
に
勤
勉
手
当
の
支
給

を
開
始
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
少
な
く
と

も
２
０
２
３
年
１２
月
議
会
ま
で
に
条
例
化
を

め
ざ
す
必
要
が
あ
る
。

　
府
本
部
は
８
月
８
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ

京
都
で
人
事
院
勧
告
と
会
計
年
度
任
用
職
員

の
処
遇
改
善
に
向
け
た
学
習
会
を
開
催
。
各
単

組
の
役
員
や
会
計
年
度
任
用
職
員
の
組
合
員
、

自
治
体
議
員
な
ど
３８
人
が
参
加
し
た
。

現行の公務員共済・厚生年金加入要件は下記の3
点、これにあてはまる人はすでに社会保険の扶
養の範囲からは外れている。
⃝週の所定労働時間が20時間以上あること
⃝賃金の月額が8.8万円以上であること
⃝2ヶ月を超える雇用見込がある

日時：10月28日（土）11：00～17：00
場所：ホテルオークラ京都
目的：�自治労に結集する仲間の次世代育成の一環として、すべての単組の若

手組合員等に、労働組合についての知識や知見を得てもらうと同時
に、単組を越えた交流を行い、人脈を作ることにより、将来の単
組、京都府本部の活性化に結び付ける。年間を通じて、新規・既存
を含め多種の学習会やセミナー等を開催し、連続講座として実施する。

参加対象：�35歳以下の組合員15名（次世代育成枠）を中心に各単組から
積極的な参加をお願いしたい。

【開講式】JichiroKyoto2024ユニオンカレッジ（第１回）
新しい時代のリーダー＆助け合いから始まる共済集会

第43回地連スポーツ大会in兵庫
軟
式
野
球
の
部八幡市職労が3位入賞

バレーボールは惜敗

八幡市職労 0― 2 奈良県職

八幡市職労 9― 0 丹波市職労

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

��

勤
勉
手
当
支
給
に
向
け
て

勤
勉
手
当
支
給
に
向
け
て

JichiroKyoto2024 ユニオンカレッジ
～やりたいことを組合で実現しよう～
開講決定・参加者募集開講決定・参加者募集！！

　（ 1 ）2 0 2 3 年 9月1日

発行所・自治労京都府本部・〒604－0867 京都市中京区丸太町通烏丸西入北側Ｎ・Ｈ・Ｋビル ２ Ｆ
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9／ 1
2 0 2 3
第 8 6 5 号

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

自治労京都府本部では、組合員のみなさんのご
意見を募集しています。組合のこと、機関紙のこ
となど、たくさんのご意見をお待ちしています。
TEL.075-252-5932 FAX.075-231-4918

E-mail : jichiro@jichiro-kyoto.gr.jp
http : //www.jichiro-kyoto.gr.jp/
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アロマでリフレッシュ

八幡市職労女性部

▲中央労働学校で話を聞く参加者

　

府
本
部
青
年
部
は
７
月
１６

日
、
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作

戦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
１２
名

（
女
性
６
・
男
性
６
）
が
参

加
し
た
。

　

今
年
の
祇
園
祭
は
、
す
べ

て
を
コ
ロ
ナ
前
の
形
に
戻
し

て
実
施
さ
れ
、
宵
々
山
、
宵

山
が
土
日
に
当
た
っ
た
こ
と

や
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
な

　

八
幡
市
職
員
労
働
組
合

女
性
部
で
は
、
６
月
４
日

に
学
習
会
と
食
事
会
を
行

い
、
１５
名
の
女
性
部
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
は
、
ア
ロ
マ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格

を
持
つ
井
上
圭
子
先
生
を

お
迎
え
し
、
ア
ロ
マ
石
鹸

と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ナ
ー
を

作
り
ま
し
た
。「
植
物
の

店
で
美
し
い
庭
園
を
眺
め

な
が
ら
、
季
節
の
風
情
た

っ
ぷ
り
の
松
花
堂
弁
当
を

味
わ
い
、
久
し
ぶ
り
に
顔

を
合
わ
せ
る
組
合
員
同

士
、
楽
し
い
昼
食
と
な
り

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
が
少
し
落

ち
着
き
を
見
せ
始
め
、
久

し
ぶ
り
の
学
習
会
と
食
事

会
の
開
催
に
な
り
ま
し
た

が
、
部
署
や
世
代
を
超
え

て
女
性
部
員
同
士
が
和
気

あ
い
あ
い
と
交
流
し
、
非

常
に
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

癒
し
の
力
と
香
り
の
作
用

を
使
っ
て
、
人
間
が
本
来

持
っ
て
い
る
自
然
治
癒
力

を
呼
び
覚
ま
し
ま
し
ょ

う
」と
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

自
分
の
好
き
な
香
り
を
選

び
、
天
然
素
材
の
持
つ
素

晴
ら
し
い
香
り
に
包
ま
れ

癒
さ
れ
な
が
ら
終
始
笑
い

の
絶
え
な
い
楽
し
い
作
品

作
り
と
な
り
ま
し
た
。
午

後
は
、
京
都
吉
兆
松
花
堂

ど
か
ら
、
非
常
に
多
く
の
人

出
が
見
ら
れ
た
。

　

１８
時
に
鉾
町
一
帯
が
歩
行

者
天
国
と
な
る
に
伴
い
、
私

た
ち
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
で
あ

る
四
条
烏
丸
交
差
点
付
近
に

お
い
て
、
テ
ン
ト
と
ご
み
分

別
ブ
ー
ス
を
設
置
し
活
動
を

開
始
し
た
。
活
動
開
始
直
後

か
ら
利
用
者
が
ひ
っ
き
り
な

し
に
ブ
ー
ス
を
訪
れ
る
状
況

が
続
い
た
。

　

ま
た
、
２
人
１
組
で
グ
ル

ー
プ
を
組
み
、
順
に
ご
み
を

拾
い
歩
い
た
。
屋
台
が
立
ち

並
ぶ
烏
丸
通
り
で
は
身
動
き

が
取
り
に
く
い
ほ
ど
の
人
流

が
あ
り
、
特
に
中
央
分
離
帯

付
近
や
歩
道
に
座
り
込
む
飲

食
者
等
に
対
し
て
声
か
け
を

行
う
な
ど
、
積
極
的
に
ご
み

回
収
に
努
め
た
。

　

１５
日
の
宵
々
山
、
１６
日
の

宵
山
と
推
定
で
計
６３
万
人
が

訪
れ
た
日
本
三
大
祭
の
一
つ

で
あ
る
祇
園
祭
の
前
祭
に
お

い
て
、
府
本
部
青
年
部
の
参

加
者
を
含
む
計
２
０
０
０
人

規
模
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
の
活
動
に
よ
り
、
祇
園

祭
の
鉾
町
一
帯
の
美
化
活
動

に
大
き
く
貢
献
で
き
た
。
青

年
部
員
同
士
の
親
睦
も
よ
り

深
ま
り
大
変
有
意
義
な
活
動

と
な
っ
た
。

　

７
月
１２
日
か
ら
１５
日
の
４

日
間
、
第
５４
期
中
央
労
働
学

校
が
自
治
労
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。
県
本
部
等
役
職
員
の

次
世
代
の
担
い
手
育
成
の
た

め
、
３０
代
を
中
心
に
全
国
か

ら
３３
人
、
府
本
部
か
ら
１
人

が
参
加
し
た
。

　

初
日
に
行
わ
れ
た
講
義
で

は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
班

ご
と
に
県
本
部
・
単
組
役
員

が
抱
え
る
現
在
の
課
題
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。各
班
で
、

職
場
の
抱
え
る
課
題
や
問
題

　

府
本
部
公
企
評
は
７
月
２９

日
、
水
週
間
の
取
り
組
み
と

を
取
り
上
げ
、
コ
ロ
ナ
前
よ

り
も
若
手
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
少
し
、

距
離
感
が
縮
ま
ら
ず
組
合
離

れ
に
繋
が
っ
た
事
や
、
賃
金

引
上
げ
に
つ
い
て
中
々
改
善

さ
れ
な
い
な
ど
、
様
々
な
仮

題
が
拳
げ
ら
れ
た
。

　

次
に
、「
交
渉
を
極
め
る
」

と
題
し
、
米
国
ス
ポ
ー
ツ
界

の
交
渉
代
理
人
を
努
め
る
団

野
村
氏
を
講
師
に
、
交
渉
に

必
要
な
知
識
や
経
験
、
技
術

に
つ
い
て
質
問
形
式
で
講
義

を
受
け
た
。
失
敗
か
ら
学
ん

だ
教
訓
や
日
頃
の
準
備
の
仕

方
、
心
の
持
ち
よ
う
な
ど
勉

強
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
男
女
平
等
の

観
点
か
ら
「
女
性
リ
ー
ダ
ー

を
ど
う
養
成
す
る
か
？
」
に

つ
い
て
考
え
た
。
社
会
に
お

い
て
女
性
の
地
位
が
低
い
事

や
、
普
段
い
か
に
男
性
目
線

で
物
事
を
考
え
て
い
た
の
か

し
て
京
都
市
伏
見
区
で
水
に

ま
つ
わ
る
施
設
を
め
ぐ
る
水

改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
特

に
、
政
治
の
世
界
は
今
で
も

男
性
政
治
家
が
主
流
で
、
男

性
だ
け
で
物
事
を
決
め
る
こ

と
が
多
く
、
女
性
の
意
見
が

反
映
さ
れ
に
く
い
。
こ
の
よ

う
な
現
状
に
違
和
感
を
感
じ

な
い
と
こ
ろ
が
男
性
目
線
で

も
あ
り
、
男
女
平
等
の
実
現

の
た
め
に
、
常
日
頃
か
ら
物

事
の
見
方
を
考
え
て
行
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
学

習
し
た
。

　

次
の
講
義
で
は
日
本
国
憲

法
に
つ
い
て
考
え
、
憲
法
の

必
要
性
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

人
権
保
障
や
戦
争
を
さ
せ
な

い
事
を
目
的
と
し
、
国
民
の

権
利
、
自
由
を
守
る
法
で
あ

週
間
伏
見
ツ
ア
ー
を
開
催
し

た
。参
加
者
は
４
単
組
１２
人
。

　

は
じ
め
に
、
月
桂
冠
大
倉

記
念
館
で
１
０
０
年
を
超
え

る
酒
蔵
を
見
学
。伏
見
は「
伏

水
」
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
質

の
高
い
伏
流
水
が
豊
富
で
こ

の
天
然
の
良
水
に
恵
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
日
本
を
代
表
す

る
酒
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
。
伏

見
で
の
酒
造
り
は
、
豊
臣
秀

吉
に
よ
る
伏
見
城
築
城
と
と

も
に
大
き
く
栄
え
、
京
都
や

大
阪
へ
の
交
通
の
要
衝
と
し

て
も
発
展
。
明
治
後
半
に
は

る
。
憲
法
を
理
解
す
る
上
で

重
要
な
事
は
想
像
力
で
あ

り
、
多
数
派（
強
者
）か
ら
少

数
派（
弱
者
）へ
の
想
像
力
が

必
要
で
あ
る
事
を
学
ん
だ
。

　

３
日
目
に
は
、
労
働
組
合

と
政
治
と
題
し
て
、
国
会
に

移
動
し
て
自
治
労
組
織
内
の

岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
と
鬼

木
ま
こ
と
参
議
院
議
員
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
業
務
や
人
生

に
お
い
て
、
普
段
か
ら
様
々

な
視
点
で
物
事
を
考
え
、
想

像
力
を
働
か
せ
る
こ
と
の
重

要
性
な
ど
、
成
長
に
繋
が
る

事
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
時

間
だ
っ
た
。

�

（
府
本
部
書
記
・
河
野
）

白
壁
の
美
し
い
酒
蔵
が
立
ち

並
ぶ
酒
ど
こ
ろ
と
し
て
有
名

に
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
江
戸
時
代
の
水

運
輸
送
を
担
っ
た
十
石
船
に

乗
り
宇
治
川
派
流
を
航
行
。

宇
治
川
と
濠
川
と
の
４
・
５

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
水
位
差
を

上
下
さ
せ
て
調
整
し
、
船
を

行
き
来
し
て
い
た
三
栖
閘
門

を
水
面
か
ら
見
学
し
た
後
、

資
料
館
で
治
水
事
業
の
歴
史

を
学
ん
だ
。

　

酷
暑
の
中
で
も
水
辺
の
さ

わ
や
か
な
風
を
感
じ
、
水
環

境
の
保
全
と
健
全
な
水
循
環

の
必
要
性
に
つ
い
て
学
習
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

府
本
部

公
企
評

水週間見学ツアー

祇園祭ボランティアに参加

伏
見
の
水
環
境
を
学
習

府
本
部

青
年
部

中
央
労
働
学
校
に
参
加
し
て

中
央
労
働
学
校
に
参
加
し
て

鉾
町
の
ご
み
ゼ
ロ
に
貢
献

鉾
町
の
ご
み
ゼ
ロ
に
貢
献

日時：�9月23日（土・祝）�
10：00～15：00

場所：宮津市・天橋立公園
BBQ：�セントラーレホテル京丹後
参加対象：�自治労組合員�

（家族もOK）
※参加申し込みは所属の組合まで

天橋立クリーン大作戦
＆交流BBQ大会

自治労きょうと 2 0 2 3 年 9月1日 （第三種郵便物認可） 第 8 6 5 号（ 2 ）　


